
1　 はじめに

は
じ
め
に

森
林
や
環
境
問
題
は
多
く
の
人
々
に
よ
り
様
々
な
面
か
ら
考
え
ら
れ
て
き
た
。

本
書
の
ね
ら
い
は
森
林
を
中
心
に
据
え
、
環
境
や
温
暖
化
と
の
結
び
つ
き
を
考
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
視
点
を
司

法
、
行
政
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
い
て
い
る
。

環
境
問
題
の
分
野
は
、
公
害
と
自
然
保
護
に
大
別
で
き
る
が
、
自
然
保
護
は
森
林
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
。
温
暖

化
防
止
で
も
森
林
の
役
割
は
重
要
で
あ
る
。
国
土
の
7
割
を
森
林
が
占
め
る
わ
が
国
で
は
、
特
に
森
林
と
環
境
の
つ
な

が
り
は
深
い
。
地
球
規
模
で
見
て
も
、
環
境
問
題
の
多
く
は
森
林
と
関
係
し
て
い
る
。

森
林
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
定
義
は
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
さ
し
ず
め
、
森
林
を
と
り
ま
く
環
境
を
対
象
と
し
た
取

り
組
み
を
意
味
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
森
林
そ
の
も
の
で
は
な
く
よ
り
広
範
囲
に
森
林
と
環
境
を
結
び
つ
け
て
自
然
資

本
と
し
て
の
森
林
と
環
境
の
管
理
、
経
営
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
勿
論
、
人
間
を
自
然
の
一
部
と
し
て
と
ら
え
、
人

間
の
都
合
の
た
め
だ
け
に
自
然
や
森
林
を
管
理
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。

森
林
、
環
境
、
温
暖
化
を
め
ぐ
る
問
題
は
人
間
活
動
と
深
く
関
係
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
が
大
き
く
な
っ
た
の

は
産
業
革
命
以
降
の
1
5
0
年
足
ら
ず
の
間
で
あ
る
。
産
業
活
動
の
活
発
化
と
人
口
増
加
に
よ
る
も
の
で
、
こ
の
ま
ま

放
置
す
る
と
さ
ら
に
深
刻
化
す
る
こ
と
は
科
学
的
に
も
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
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人
々
が
自
ら
の
意
志
の
み
で
森
林
保
全
、
環
境
保
護
や
Ｃ
Ｏ

２
の
排
出
抑
制
に
取
り
組
む
に
は
限
度
が
あ
り
む
ず
か

し
い
。
地
球
環
境
問
題
に
な
る
と
国
益
が
か
ら
み
、
対
応
は
も
っ
と
や
っ
か
い
で
あ
る
。

日
本
の
自
然
が
き
ら
い
な
日
本
人
は
先
ず
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
自
然
を
ど
の
よ
う
に
し
て
守
る
か
は
個
人
に
よ
り
、

企
業
に
よ
っ
て
そ
の
考
え
方
は
異
な
っ
て
い
る
。
環
境
保
全
と
経
済
活
動
の
ど
ち
ら
を
重
視
す
る
か
に
よ
っ
て
も
大
き

く
異
な
る
。
そ
こ
で
必
要
と
な
る
の
は
、
人
々
や
企
業
が
共
通
に
守
る
秩
序
、
ル
ー
ル
で
あ
り
、
そ
の
も
と
と
な
る
理

念
、
考
え
方
や
倫
理
で
あ
る
。
国
内
で
は
法
律
、
条
例
、
国
際
的
に
は
条
約
や
国
際
合
意
で
あ
る
。
国
内
法
で
は
環
境
法
、

自
然
保
護
に
関
す
る
法
律
や
森
林
関
連
法
等
で
あ
る
。
国
際
的
に
は
リ
オ
宣
言
や
様
々
な
地
球
環
境
条
約
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
法
秩
序
の
運
用
を
担
う
の
が
中
央
政
府
や
地
方
自
治
体
の
行
政
機
関
で
あ
り
、
国
際
的
に
は
国
連
等
国
際

機
関
で
あ
る
。
法
秩
序
を
守
る
た
め
に
は
、
国
・
地
方
公
共
団
体
、
国
民
、
事
業
者
各
々
の
役
割
が
重
要
で
、
環
境
関

連
法
で
も
定
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
本
書
で
は
、
森
林
、
環
境
や
温
暖
化
に
関
す
る
法
令
は
じ
め
政
府
、
自
治
体
の
施
策
、
市
民
や
企
業
活
動
等

を
各
テ
ー
マ
ご
と
に
取
り
上
げ
て
い
る
。

私
は
社
会
に
出
て
半
世
紀
に
な
る
が
企
業
活
動
、
教
育
・
研
究
活
動
と
2
つ
の
経
験
を
積
ん
で
い
る
。
環
境
問
題
に

実
務
と
理
論
で
携
わ
っ
て
四
半
世
紀
に
な
る
が
前
半
は
企
業
と
し
て
の
取
り
組
み
、
後
半
は
法
科
大
学
院
で
の
環
境
法

を
中
心
と
す
る
教
育
・
研
究
活
動
で
あ
る
。
大
学
で
は
林
学
を
学
び
、
企
業
で
経
験
を
積
ん
だ
こ
と
か
ら
、
自
然
科
学

を
素
養
に
し
た
環
境
法
の
専
門
家
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
私
が
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
自
負
し
て
い
る
所
以
は
、
実

務
と
理
論
、
自
然
科
学
と
社
会
科
学
と
多
角
的
な
側
面
か
ら
森
林
、
環
境
や
温
暖
化
問
題
を
考
え
る
経
験
を
持
っ
て
い



3　 はじめに

る
か
ら
と
思
っ
て
い
る
。

本
書
の
特
徴
は
次
の
5
点
で
あ
る
。

第
1
に
、
多
様
な
テ
ー
マ
を
多
角
的
に
双
方
向
で
考
え
、
学
べ
る
内
容
で
あ
る
こ
と
。

森
林
、
環
境
、
温
暖
化
問
題
を
自
然
科
学（
森
林
、
環
境
科
学
）と
社
会
科
学（
法
律
、
行
政
）の
両
面
か
ら
分
析
し
、

幅
広
い
読
者
を
対
象
と
し
て
い
る
が
、
実
務
家
は
理
論
を
、
研
究
者
は
実
務
を
学
べ
る
内
容
と
し
た
。
森
林
科
学
を
学

ぶ
学
生
に
は
実
務
と
環
境
を
よ
り
深
く
学
べ
る
内
容
と
し
た
。
環
境
法
を
学
ぶ
学
生
に
は
環
境
と
法
の
橋
渡
し
役
と
な

る
内
容
に
心
が
け
た
。

第
2
に
、
歴
史
か
ら
学
ぶ
こ
と
を
重
要
視
し
て
い
る
こ
と
。

主
要
な
テ
ー
マ
で
歴
史
的
経
緯
の
記
述
に
多
く
の
頁
を
割
い
た
。
必
要
に
応
じ
て
詳
細
な
年
表
で
示
し
分
か
り
易
く

し
た
。
人
類
は
自
然
破
壊
や
公
害
で
な
ぜ
く
り
か
え
し
過
ち
を
犯
し
て
き
た
の
か
を
学
び
、
教
訓
を
将
来
に
活
か
す
こ

と
の
大
切
さ
を
多
く
の
方
々
が
考
え
る
機
会
と
し
た
い
か
ら
で
あ
る
。

第
3
に
、
地
球
的
視
座
で
考
え
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
る
こ
と
。

森
林
、
環
境
、
温
暖
化
問
題
は
世
界
と
の
か
か
わ
り
が
重
要
で
、
国
内
問
題
も
世
界
の
動
向
を
ぬ
き
に
し
て
は
考
え

ら
れ
な
い
。
環
境
問
題
はT

hink Globally A
ct Locally

が
か
ね
て
か
ら
重
要
視
さ
れ
て
き
た
。
各
テ
ー
マ
で
世
界
、

国
内
の
動
向
と
地
域
や
企
業
の
取
り
組
み
を
3
層
で
取
り
あ
げ
た
。

第
4
に
、
実
務
に
立
脚
し
て
い
る
こ
と
。

長
年
の
実
務
経
験
か
ら
、
政
策
立
案
・
決
定
者
や
行
政
、
企
業
の
実
務
家
が
現
場
の
実
務
に
役
立
て
得
る
内
容
に
心
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が
け
た
。
各
テ
ー
マ
と
も
国
内
外
の
事
例
を
多
く
紹
介
し
、
各
々
の
立
場
で
、
実
務
の
参
考
と
な
る
こ
と
を
目
指
し

た
。
ま
た
、
実
務
家
が
理
論
や
法
律
を
知
る
こ
と
に
よ
り
業
務
を
進
め
る
上
で
厚
み
の
出
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

第
5
に
16
講
ど
こ
か
ら
で
も
読
め
る
こ
と
。

本
書
は
16
講
と
補
足
の
資
料
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
第
1
講
を
導
入
部
分
と
し
、
テ
ー
マ
を
大
き
く
分
け
る
と
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

・
森
林
環
境
総
論　

第
2
、
3
講

・
地
球
環
境
総
論　

第
4
、
5
、
6
講

・
自
然
保
護
各
論　

第
7
、
8
講

・
森
林
、
林
業
、
木
材
各
論　

第
9
、
10
、
11
、
12
講

・
地
球
温
暖
化
各
論　

第
13
、
14
、
15
、
16
講

16
講
と
も
内
容
は
完
結
し
て
お
り
、
ど
の
講
か
ら
読
ん
で
い
た
だ
い
て
も
よ
い
が
、
5
テ
ー
マ
毎
に
ま
と
め
た
方
が

理
解
し
や
す
い
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
大
学
の
教
科
書
、
参
考
書
と
し
て
活
用
で
き
る
よ
う
、
2
単
位
15
回
の
講
義
に
適
す
よ
う
に
構
成
し
て
い
る
。

1　

各
テ
ー
マ
の
ま
と
め

本
書
の
全
体
を
分
か
り
や
す
く
す
る
た
め
に
5
つ
の
テ
ー
マ
毎
の
要
点
を
述
べ
て
お
き
た
い
。



5　 はじめに

森
林
環
境
総
論（
第
2
、
3
講
）

世
界
の
森
林
は
熱
帯
林
を
中
心
に
減
少
が
続
い
て
い
る
。
こ
の
問
題
に
最
初
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
の
は
、
1
9
7
8

年
に
米
国
政
府
が
発
表
し
た
「
2
0
0
0
年
の
地
球
」
で
あ
る
。
そ
の
後
1
9
9
2
年
地
球
サ
ミ
ッ
ト
の
「
森
林
原
則

声
明
」
等
に
よ
り
、「
持
続
可
能
な
森
林
経
営
」
に
向
け
、
国
連
を
中
心
と
す
る
世
界
の
取
り
組
み
は
本
格
化
し
た
。
近

年
は
国
連
森
林
フ
ォ
ー
ラ
ム（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｆ
）を
中
心
に
推
進
さ
れ
て
い
る
が
、
2
0
1
5
年
の
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｆ
第
11
回
会
合
で

活
動
評
価
と
、
今
後
の
国
際
的
取
り
組
み
の
在
り
方
が
協
議
さ
れ
る
が
、
社
会
・
経
済
問
題
と
も
か
ら
み
解
決
す
べ
き

課
題
は
多
い（
第
2
講
）。

「
持
続
可
能
な
森
林
経
営
」
の
基
準
・
指
標
づ
く
り
は
、
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
・
プ
ロ
セ
ス
等
世
界
で
9
つ
の
主
要
な
取

り
組
み
が
生
ま
れ
た（
第
2
講
）。
民
間
を
中
心
に
Ｐ
Ｅ
Ｆ
Ｃ
と
Ｆ
Ｓ
Ｃ
の
森
林
認
証
制
度
が
国
際
的
に
推
進
さ
れ
、
わ

が
国
で
は
Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｃ
と
Ｆ
Ｓ
Ｃ
が
活
動
し
て
い
る（
第
3
講
）。

わ
が
国
の
森
林
政
策
は
明
治
以
来
、
予
定
調
和
論
に
立
脚
す
る
「
保
続
林
業
」
の
概
念
の
基
で
進
め
ら
れ
て
き
た
。

「
持
続
可
能
な
森
林
経
営
」
の
概
念
が
森
林
政
策
に
本
格
的
に
導
入
さ
れ
た
の
は
1
9
9
0
年
代
に
な
っ
て
か
ら
で
、

導
入
に
当
た
り
森
林
関
係
者
に
「
保
続
林
業
」
に
対
す
る
こ
だ
わ
り
が
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る（
第
3
講
）。

地
球
環
境
総
論（
第
4
、
5
、
6
講
）

国
境
を
ま
た
ぐ
国
際
環
境
問
題
と
し
て
最
初
に
歴
史
に
残
る
の
は
1
9
2
0
年
代
か
ら
1
9
4
0
年
代
の
米
国
と
カ

ナ
ダ
間
の
ト
レ
イ
ル
溶
鉱
所
事
件
で
あ
る
。
そ
の
後
欧
州
や
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
で
2
国
間
、
多
国
間
の
水
質
汚
濁
、

大
気
汚
染
、
海
洋
汚
染
や
有
害
化
学
物
質
の
越
境
移
動
問
題
等
が
多
発
し
た
。
さ
ら
に
、
地
球
温
暖
化
、
オ
ゾ
ン
層
破
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壊
、
森
林
減
少
、
砂
漠
化
等
々
地
球
規
模
の
環
境
問
題
へ
と
広
が
っ
て
い
っ
た（
第
5
講
）。

地
球
環
境
問
題
の
世
界
の
取
り
組
み
に
大
き
な
転
機
と
な
っ
た
の
は
1
9
9
2
年
の
国
連
地
球
サ
ミ
ッ
ト
で
、
5
つ

の
重
要
な
宣
言
、
条
約
等
が
採
択
さ
れ
た
。

リ
オ
宣
言
で
は
27
の
原
則
で
環
境
と
開
発（
発
展
）に
向
け
て
の
世
界
共
通
の
理
念
、
考
え
方
と
し
て
の
原
則
を
示
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
原
則
は
世
界
の
国
々
の
環
境
問
題
取
り
組
み
の
基
本
原
則
と
な
っ
て
い
る
。「
ア
ジ
ェ
ン
ダ
21
」
で

は
、
リ
オ
宣
言
に
基
づ
い
て
各
国
が
取
る
べ
き
行
動
指
針
、
行
動
計
画
を
示
し
て
い
る
。

気
候
変
動
枠
条
約
、
生
物
多
様
性
条
約
と
森
林
原
則
声
明
は
地
球
環
境
問
題
の
重
大
な
分
野
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

採
択
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
森
林
問
題
に
つ
い
て
も
条
約
を
目
指
し
た
が
先
進
国
、
途
上
国
の
利
害
の
対
立
か
ら
条
約

化
で
き
ず
、
法
的
拘
束
力
の
な
い
声
明
と
し
て
指
針
的
な
も
の
と
し
て
採
択
さ
れ
た
。
こ
の
原
則
声
明
で
持
続
可
能
な

森
林
経
営
の
概
念
が
示
さ
れ
た
こ
と
は
成
果
と
言
え
る（
第
4
講
）。

わ
が
国
の
環
境
問
題
の
取
り
組
み
も
地
球
サ
ミ
ッ
ト
が
大
き
な
転
機
と
な
り
、
リ
オ
宣
言
で
示
さ
れ
て
い
る
諸
原
則

は
、
わ
が
国
の
環
境
法
・
政
策
の
基
本
理
念
・
考
え
方
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

特
に
、
第
15
原
則
の
予
防
原
則
や
、
第
16
原
則
の
汚
染
者
負
担
原
則
は
環
境
法
や
基
本
政
策
で
重
要
な
位
置
づ
け
と

な
っ
て
い
る（
第
4
講
）。

わ
が
国
の
環
境
問
題
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
、
重
大
な
公
害
問
題
は
当
時
の
わ
が
国
を
代
表
す
る
企
業
が
起
こ
し
た

も
の
で
、
足
尾
鉱
毒
事
件
や
水
俣
病
の
教
訓
か
ら
学
ぶ
必
要
が
あ
る
。
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
放
射
性
物
質
汚
染

問
題
へ
の
対
応
や
原
子
力
発
電
所
の
再
稼
働
の
是
非
に
関
し
、
過
去
の
公
害
問
題
の
教
訓
や
リ
オ
宣
言
に
則
っ
て
考
え



7　 はじめに

る
べ
き
で
あ
る（
第
5
講
）。

自
然
保
護
各
論（
第
7
、
8
講
）

わ
が
国
は
森
林
国
で
、
自
然
保
護
の
歴
史
は
森
林
と
の
関
連
が
深
い
。
古
代
か
ら
江
戸
時
代
、
明
治
以
降
の
近
代
法

制
導
入
の
時
代
、
1
9
7
0
年
以
降
の
生
物
多
様
性
の
重
視
の
時
代
に
分
け
、
法
政
策
面
で
の
歴
史
を
概
観
し
た
い

（
第
7
講
）。

近
畿
圏
で
は
1
0
0
0
年
以
上
前
に
禁
伐
に
よ
る
森
林
保
全
が
一
部
で
あ
っ
た
。
江
戸
時
代
に
は
多
く
の
藩
で
森
林

保
全
に
取
り
組
ま
れ
て
い
た
。

明
治
以
降
は
1
9
3
1
年
に
国
立
公
園
法
が
制
定
さ
れ
る
ま
で
は
自
然
保
護
は
森
林
法
、
森
林
行
政
の
一
環
と
し
て

取
り
組
ま
れ
た
。
同
法
は
、
1
9
5
7
年
に
自
然
公
園
法
と
な
る
が
、
保
護
よ
り
も
利
用
が
優
先
さ
れ
た
。
ま
た
、「
地

域
制（
ゾ
ー
ニ
ン
グ
）公
園
」
で
あ
る
た
め
、
私
有
地
で
は
私
有
権
、
財
産
権
が
尊
重
さ
れ
、
自
然
保
護
の
実
施
面
で
限

界
が
あ
る
の
が
現
状
で
あ
る（
第
8
講
）。

わ
が
国
の
法
制
面
で
、
本
格
的
に
自
然
保
護
が
重
視
さ
れ
る
の
は
、
2
0
0
8
年
に
生
物
多
様
性
基
本
法
が
成
立
し

て
か
ら
で
、
自
然
保
護
関
連
法
の
み
な
ら
ず
、
森
林
法
、
河
川
法
等
に
も
「
生
物
多
様
性
の
確
保
」
が
目
的
規
定
に
入

れ
ら
れ
た（
第
7
、
8
講
）。

人
間
と
自
然
や
景
観
の
関
係
に
つ
い
て
、
法
的
、
倫
理
的
な
面
で
環
境
法
や
環
境
倫
理
の
分
野
が
研
究
さ
れ
て
き

た
。
裁
判
で
も
争
点
と
な
っ
た
事
案
も
あ
る
。
環
境
権
、
自
然
享
有
権
、
自
然
の
権
利
や
景
観
権
を
め
ぐ
っ
て
は
、
環

境
法
の
理
念
、
考
え
方
と
し
て
、
訴
訟
に
お
け
る
権
利
と
し
て
の
両
面
か
ら
論
議
さ
れ
て
い
る
。
わ
が
国
で
は
、
こ
れ
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ら
の
権
利
は
い
ず
れ
も
訴
訟
に
お
け
る
権
利
と
し
て
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
が
、
米
国
で
は
自
然
の
権
利
訴
訟
で
絶
滅

危
惧
種
に
限
っ
て
原
告
適
格
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
わ
が
国
で
は
、
国
立
の
マ
ン
シ
ョ
ン
や
鞆
の
浦
を
め
ぐ
る
訴
訟
で

景
観
利
益
が
法
律
上
保
護
さ
れ
る
利
益
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る（
第
7
講
）。

自
然
公
園
制
度
で
の
自
然
保
護
の
最
も
重
要
な
課
題
は
保
全
と
利
用
の
調
整
と
、
開
発
行
為
の
制
限
で
あ
る
が
、
ニ

セ
コ
町
の
景
観
条
例
は
景
観
維
持
の
み
な
ら
ず
、
自
然
環
境
保
全
に
結
び
つ
く
効
果
的
な
条
例
で
あ
る（
第
8
講
）。

森
林
・
林
業
・
木
材
各
論（
第
9
〜
12
講
）

わ
が
国
の
森
林
法
・
政
策
は
、
明
治
以
来
、
ド
イ
ツ
森
林
法
を
モ
デ
ル
に
し
た
森
林
法
と
保
続
林
業
の
も
と
で
推
進

さ
れ
、
戦
中
戦
後
の
乱
伐
期
を
除
き
、
森
林
資
源
の
育
成
が
図
ら
れ
て
き
た
。
1
9
6
4
年
林
業
基
本
法
が
成
立
し
森

林
法
と
2
本
立
て
の
法
体
系
が
確
立
し
た（
第
9
講
）。
同
年
の
丸
太
輸
入
の
完
全
自
由
化
と
共
に
、
経
済
重
視
、
市
場

原
理
の
下
で
国
内
林
業
は
国
際
競
争
力
に
対
抗
で
き
ず
弱
体
化
の
一
途
を
た
ど
り
、
国
土
保
全
、
環
境
保
全
上
の
問
題

に
も
な
っ
て
い
る
。
2
0
0
2
年
に
は
木
材
自
給
率
は
2
割
を
切
っ
た
が
、
回
復
基
調
に
あ
る
も
、
2
0
1
3
年
で
3

割
弱
で
あ
る（
第
12
講
）。

持
続
可
能
な
森
林
経
営
の
概
念
が
世
界
的
な
潮
流
と
な
る
中
で
、
わ
が
国
の
森
林
政
策
で
も
2
0
0
0
年
代
に
入
り

導
入
さ
れ
、
森
林
の
多
面
的
機
能
が
重
要
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
方
、
民
主
党
政
府
の
も
と
で
2
0
0
9
年
、

「
森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
」
が
策
定
さ
れ
、
国
産
材
自
給
率
50
％
を
目
指
す
経
済
性
重
視
の
森
林
政
策
が
導
入
さ
れ

た（
第
10
講
）。
こ
の
政
策
は
林
業
・
木
材
産
業
の
大
規
模
化
に
よ
る
効
率
化
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
目
指
す
も
の
で
、
林

産
業
に
大
き
な
転
機
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
大
規
模
木
材
加
工
、
合
板
工
場
や
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
施
設
の
建
設
が
続
い



9　 はじめに

て
い
る
が
、
原
木
生
産
が
追
い
つ
か
ず
、
原
木
供
給
の
不
安
が
生
じ
て
い
る
。

木
材
加
工
工
業
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
施
設
や
原
木
輸
出
に
よ
る
需
要
増
に
見
合
う
地
域
ご
と
の
安
定
し
た
原
木
供
給

体
制
の
確
立
が
急
が
れ
て
い
る
。
持
続
可
能
な
森
林
経
営
と
木
材
加
工
工
業
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
新
た
な
連
携
を
地

域
ご
と
に
行
政
、
民
間
で
取
り
組
む
必
要
が
あ
る（
第
11
講
）。

わ
が
国
の
木
材
輸
入
は
大
正
時
代
に
始
ま
り
、
戦
中
、
戦
後
の
一
時
期
に
中
断
し
た
が
、
戦
後
の
復
興
材
と
し
て
輸

入
が
再
開
さ
れ
た
。
1
9
6
4
年
の
丸
太
輸
入
完
全
自
由
化
と
共
に
輸
入
量
は
急
増
し
、
1
9
6
9
年
に
は
自
給
率
は

5
割
を
切
っ
た
。
輸
入
材（
外
材
）は
国
産
材
の
補
完
的
な
位
置
づ
け
か
ら
1
9
7
0
年
代
に
は
木
材
市
場
の
主
役
に
躍

り
出
た（
第
12
講
）。
1
9
8
0
年
代
後
半
の
熱
帯
林
伐
採
反
対
運
動
や
北
米
で
の
環
境
問
題
等
で
木
材
輸
入
は
環
境
問

題
へ
の
対
応
が
重
要
と
な
っ
た（
第
2
講
、
第
12
講
）。
近
年
、
木
材
輸
入
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
半
世
紀
期
ぶ
り
に
国

産
材
回
帰
の
時
代
に
入
っ
て
い
る
。

地
球
温
暖
化
各
論（
第
13
〜
16
講
）

夏
の
酷
暑
、
集
中
豪
雨
、
大
型
台
風
、
冬
の
豪
雪
、
暴
風
雪
と
四
季
を
問
わ
ず
異
常
気
象
が
頻
発
し
て
い
る
。
地
球

温
暖
化
に
よ
る
気
候
変
動
が
原
因
で
あ
る
こ
と
が
科
学
的
に
も
解
明
さ
れ
て
き
て
い
る
。

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
の
第
5
次
評
価
報
告
書（
2
0
1
3
、2
0
1
4
年
）は
地
球
温
暖
化
は
疑
う
余
地
は
な
く
、
人
間
活
動
が
温

暖
化
の
支
配
的
要
因
で
あ
っ
た
可
能
性
が
極
め
て
高
い
と
報
告
し
て
い
る
。

地
球
温
暖
化
の
取
り
組
み
は
、
気
候
変
動
枠
組
条
約
と
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
の
両
輪
の
輪
で
進
め
ら
れ
て
き
た
。
京
都
議
定
書

は
先
進
国（
附
属
書
Ⅰ
国
）に
削
減
義
務
を
果
た
し
た
も
の
の
、
充
分
な
役
目
を
果
た
せ
ぬ
ま
ま
に
終
了
し
よ
う
と
し
て
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い
る
。
2
0
2
0
年
以
降
の
新
し
い
枠
組
み（
新
枠
組
み
）に
向
け
国
際
交
渉
は
加
速
化
し
、
2
0
1
5
年
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21

で
の
合
意
を
目
指
し
て
い
る
。

新
枠
組
み
は
、
京
都
議
定
書
の
反
省
か
ら
、
す
べ
て
の
国
の
参
加
の
も
と
で
、
各
国
は
自
主
的
に
削
減
目
標
を
策
定

し
、
世
界
で
取
り
組
み
、
気
温
上
昇
を
2
℃
未
満
に
抑
え
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。
新
枠
組
み
は
、
緩
や
か
な

形
で
の
合
意
を
目
指
し
て
い
る
が
、
目
標
達
成
に
は
経
済
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
が
関
係
し
、
解
決
す
べ
き
課
題
が
多
い

（
第
13
講
）。

わ
が
国
の
地
球
温
暖
化
政
策
は
、
東
日
本
大
震
災
、
福
島
原
発
事
故
以
降
、
大
き
く
後
退
し
て
お
り
、
京
都
議
定
書

第
2
約
束
期
間
の
削
減
義
務
に
参
加
し
て
い
な
い
。
新
枠
組
み
に
向
け
て
の
削
減
目
標
の
策
定
も
遅
れ
て
い
る（
第
13

講
）。地

球
温
暖
化
対
策
推
進
法
で
都
道
府
県
は
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
抑
制
の
施
策
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
か
長

野
県
、
高
知
県
、
新
潟
県
の
事
例
や
環
境
未
来
都
市
構
想
を
概
観
す
る（
第
14
講
）。
市
町
村
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
取
り
組
み
が
活
発
化
し
て
い
る
が
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら
見
る
と
課
題
も
多
い（
第
14
講
）。

市
町
村
の
低
炭
素
社
会
、
脱
温
暖
化
へ
の
具
体
的
取
り
組
み
と
し
て
下
川
町
、
桐
生
市
の
事
例
を
述
べ
た
い（
第
14

講
）。地

球
温
暖
化
防
止
に
森
林
・
木
材
は
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
が
、
京
都
議
定
書
第
1
約
束
期
間
の
わ
が
国
の

削
減
目
標
6
％
の
内
、
3
・
8
％
は
森
林
に
よ
る
吸
収
量
で
賄
っ
た
。
森
林
に
よ
る
Ｃ
Ｏ

２
吸
収
量
や
木
材
の
固
定
量

の
算
定
方
式
は
京
都
議
定
書
で
定
め
ら
れ
て
い
る（
第
15
講
）。
新
枠
組
み
で
は
熱
帯
林
減
少
に
よ
る
Ｃ
Ｏ

２
排
出
を
抑



11　 はじめに

制
す
る
仕
組
み
と
し
て
Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
プ
ラ
ス
が
導
入
さ
れ
る
が
、
実
施
に
は
課
題
が
多
い（
第
15
講
）。

森
林
が
吸
収
す
る
Ｃ
Ｏ

２
を
経
済
的
に
評
価
し
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
化（
森
林
吸
収
源
ク
レ
ジ
ッ
ト
）し
排
出
取
引
や
カ
ー
ボ

ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
で
活
用
で
き
る
。
Ｊ 

― 

Ｖ
Ｅ
Ｒ
制
度
や
Ｊ 

― 

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
で
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。
森
林
を
健
全

化
し
、
温
暖
化
防
止
と
地
域
の
発
展
に
貢
献
す
る
可
能
性
が
大
き
く
、
政
府
に
よ
る
強
力
な
推
進
策
が
望
ま
れ
て
い
る

（
第
16
講
）。

2　

森
林
・
環
境
・
温
暖
化
の
相
互
関
係

森
林
・
環
境
・
温
暖
化
を
め
ぐ
る
諸
問
題
は
各
々
が
異
な
る
事
象
だ
が
、
相
互
に
関
連
し
て
い
る
。
相
互
関
係
と
各

講
を
結
び
つ
け
て
俯
瞰
し
、
森
林
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
位
置
づ
け
を
示
し
て
お
き
た
い
。

森
林
と
環
境

国
内
外
で
起
こ
っ
て
き
た
環
境
問
題
の
多
く
は
森
林
と
の
関
連
が
深
い（
第
4
、
5
、
6
講
）。
特
に
自
然
保
護
、
生

物
多
様
性
保
全
等
の
取
り
組
み
は
森
林
保
全
と
共
に
進
め
る
必
要
が
あ
る（
第
2
、
3
、
7
、
8
講
）。

持
続
可
能
な
森
林
経
営
は
世
界
の
森
林
経
営（
管
理
）の
金
科
玉
条
と
し
て
定
着
し
て
い
る
が
森
林
の
多
面
的
機
能
の

中
で
も
最
も
重
要
な
生
態
系
の
ニ
ー
ズ
は
環
境
分
野
の
取
り
組
み
で
も
重
要
で
あ
る（
第
2
、
3
、
8
講
）。

わ
が
国
は
近
代
的
な
森
林
法
・
政
策
を
導
入
し
て
1
0
0
年
以
上
に
な
る
が
、
木
材
生
産
を
主
と
す
る
経
済
的
機
能

と
環
境
機
能（
公
益
的
機
能
）の
ど
ち
ら
を
重
視
す
る
か
は
時
代
の
ニ
ー
ズ
と
共
に
変
化
し
て
き
た
。
現
在
で
は
生
物
多

様
性
を
は
じ
め
と
す
る
自
然
環
境
保
全
と
経
済
活
動
と
の
両
立
は
重
要
な
課
題
で
あ
る（
第
9
、
10
講
）。
わ
が
国
の
林
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業
、
木
材
産
業
で
も
環
境
問
題
の
取
り
組
み
は
企
業
経
営
の
重
要
項
目
で
あ
る（
第
10
、
11
講
）。

森
林
と
地
球
温
暖
化

世
界
の
温
室
効
果
ガ
ス
総
排
出
量
の
17
・
4
％
は
熱
帯
林
減
少
等
森
林
分
野
か
ら
の
排
出
量
と
報
告
さ
れ
て
い
る

（
第
13
講
）。
わ
が
国
の
京
都
議
定
書
第
一
約
束
期
間
の
削
減
目
標
6
％
の
内
3
・
8
％
は
森
林
吸
収
源
と
し
て
森
林
が

吸
収
し
た
Ｃ
Ｏ

２
の
量
を
繰
り
入
れ
て
目
標
達
成
し
た
。
2
0
1
3
年
11
月
に
策
定
し
た
排
出
削
減
暫
定
目
標
値
3
・

8
％
の
内
、
2
・
8
％
は
森
林
吸
収
源
で
あ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
見
て
分
か
る
よ
う
に
森
林
の
温
暖
化
防
止
に
果
た
す
役

割
は
重
要
で
あ
る（
第
13
、
14
、
15
講
）。

気
候
変
動
枠
組
条
約
、
京
都
議
定
書
や
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
評
価
報
告
書
で
も
森
林
吸
収
源
は
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る

（
第
15
講
）。
わ
が
国
の
森
林
吸
収
源
対
策
は
地
球
温
暖
化
政
策
の
中
で
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
年
間
50
〜
55
万
㌶
の
間

伐
促
進
な
ど
は
温
暖
化
政
策
と
し
て
も
推
進
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
木
材
に
よ
る
Ｃ
Ｏ

２
固
定
を
評
価
す
る
動
き
も
広

ま
っ
て
い
る（
第
15
講
）。

地
球
温
暖
化
防
止
へ
の
市
民
、
企
業
等
民
間
参
加
の
取
り
組
み
と
し
て
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
や
排
出
量
取
引
が

世
界
に
広
が
っ
て
い
る
。
森
林
保
全
や
植
林
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
Ｃ
Ｏ

２
の
吸
収
量
が
注
目
さ
れ
て
き
た（
第
16
講
）。

地
球
温
暖
化
に
よ
る
環
境
へ
の
影
響

地
球
温
暖
化
に
よ
る
気
候
変
動
が
地
球
環
境
や
地
域
環
境
に
重
大
で
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
影
響
を
与
え
る
こ
と
は

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
等
で
科
学
的
に
も
解
明
さ
れ
て
い
る
。
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
第
5
次
評
価
報
告
書（
Ｓ
Ｐ
Ｍ
2
）で
も
人
々
や
生
態
系
に

と
っ
て
深
刻
で
広
範
囲
に
わ
た
る
不
可
逆
的
な
影
響
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る（
第
13
講
）。
地
球
温



13　 はじめに

暖
化
に
よ
る
生
物
多
様
性
等
環
境
へ
の
被
害
に
よ
る
損
失
は
経
済
的
に
換
算
す
る
と
膨
大
な
金
額
に
達
す
る
と
見
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、
温
暖
化
対
策
の
費
用
投
資
を
先
送
り
す
れ
ば
す
る
程
、
対
策
費
は
大
き
く
な
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。

気
候
変
動
枠
組
条
約
と
生
物
多
様
性
条
約
等
他
の
地
球
環
境
条
約
と
の
連
携
を
図
る
こ
と
の
重
要
性
が
増
し
て
い
る

こ
と
が
近
年
、
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
森
林
・
環
境
・
温
暖
化
の
3
つ
の
事
象
は
各
々
を
単
独
で
取
り
組
む
の
は
勿
論
の
こ

と
、
3
事
象
の
関
連
す
る
重
な
る
分
野
は
森
林
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
効
果
的
と
考
え
ら
れ

る
。幅

広
い
読
者
に
読
ん
で
い
た
だ
き
、
本
書
が
森
林
保
全
、
環
境
保
護
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
れ

ば
、
私
に
と
っ
て
望
外
の
喜
び
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

2
0
1
5
年
1
月

小
林
紀
之



　
　
　
　
　
　
　

森
林
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト　

―
―
―
―　

目　
　

次
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第
1
講　
「
森
林
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
事
始
め

本
書
「
森
林
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
は
森
林
・
林
業
と
環
境
法
の
分
野
が
交
錯
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
私
の
歩
ん
で
き
た
多
様
な
実
務
や
研
究
の
経
歴
に
係
わ
っ
て
い
る
。
本
書
を
上
梓
す
る
に
至
る
背

景
を
先
ず
述
べ
て
お
き
た
い
。

約
半
世
紀
前
に
林
学
を
学
ん
だ
。
現
在
で
は
森
林
科
学
科
と
称
す
る
こ
と
が
多
い
が
、
当
時
は
林
学
科
が

一
般
的
で
あ
っ
た
。
教
室
で
の
知
識
よ
り
、
北
海
道
と
ア
メ
リ
カ
・
カ
ナ
ダ
の
山
々
や
森
林
で
学
ん
だ
こ
と

に
大
き
な
影
響
を
受
け
た
。
企
業
で
は
海
外
業
務
、
住
宅
業
務
も
経
験
し
た
が
、
1
9
9
0
年
代
に
環
境
分

野
に
携
わ
り
基
盤
を
築
い
た
。
こ
の
間
、
企
業
の
環
境
問
題
取
り
組
み
を
テ
ー
マ
に
学
位
を
取
得
し
、
そ
の

後
の
私
の
新
し
い
道
を
拓
く
こ
と
に
な
っ
た
。

2
0
0
4
年
日
本
大
学
法
科
大
学
院
開
設
と
と
も
に
教
授
に
任
命
さ
れ
環
境
法
を
教
え
る
こ
と
に
な
り
、

環
境
法
教
育
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
始
め
た
が
、
早
い
も
の
で
10
年
が
過
ぎ
た
。
ま
た
、
生
物
資
源
科
学
部
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で
は
兼
担
教
授
と
し
て
約
6
年
間
、
森
林
科
学
、
環
境
倫
理
を
教
え
た
。

環
境
問
題
、
地
球
温
暖
化
問
題
で
世
界
が
大
き
く
動
い
た
こ
の
四
半
世
紀
、
企
業
実
務
、
司
法
、
行
政
分

野
で
様
々
な
経
験
を
積
ん
だ
。
法
科
大
学
院
で
の
教
鞭
は
も
と
よ
り
、
政
府
関
係
の
委
員
会
、
多
く
の
地
方

自
治
体
の
地
球
温
暖
化
対
策
の
取
り
組
み
等
に
積
極
的
に
参
画
し
て
き
た
。
ま
た
、
多
く
の
大
学
や
研
究
機

関
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
、
学
ん
で
き
た
。

1　

森
林
・
林
業
と
環
境
問
題
の
実
践
と
研
究

私
の
企
業
生
活
は
、
海
外
部
門
約
20
年
、
住
宅
部
門
5
年
、
そ
し
て
環
境
部
門
に
12
年
勤
務
し
た
。
こ
の
間
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
に
通
算
10
年
弱
駐
在
し
た
。

森
林
と
環
境
の
こ
と
を
深
く
考
え
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、 

1
9
8
0
年
代
末
に
海
外
部
門
の
部
長
か
ら
環
境
部
門

の
責
任
者
に
転
じ
て
か
ら
で
、
森
林
と
環
境
問
題
の
実
践
と
研
究
に
係
っ
て
25
年
近
く
に
な
る
。

私
が
勤
務
し
た
住
友
林
業
㈱
で
は
、 

1
9
8
0
年
代
後
半
か
ら
熱
帯
林
問
題
な
ど
で
地
球
環
境
問
題
へ
の
対
応
が
企

業
経
営
上
の
重
要
課
題
と
な
り
、
準
備
期
間
を
経
て
1
9
9
0
年
代
初
頭
に
グ
リ
ー
ン
環
境
室
が
設
立
さ
れ
、
私
が

初
代
の
室
長
に
任
命
さ
れ
た
。
当
初
の
主
な
取
り
組
み
は
、
東
京
大
学
・
造
林
学
研
究
室
佐
々
木
恵
彦
教
授
と
の
共
同

研
究
事
業
「
熱
帯
林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
よ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
東
カ
リ
マ
ン
タ
ン
州
ス
ブ
ル
で
の
実
験
林
の
運

営
、
研
究
の
推
進
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
企
業
活
動
全
般
に
わ
た
る
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
導
入
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ

1
4
0
0
1
認
証
取
得
、
森
林
認
証
、
廃
棄
物
問
題
、
地
球
温
暖
化
問
題
等
々
森
林
環
境
の
み
な
ら
ず
環
境
に
係
る
幅
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COP（締約国会議）   227, 241
EST trading agreement   291
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